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内容の要旨及び審査の結果の要旨
病理組織像に基づく癌の浸潤様式分類が口腔扁平上皮癌の予後と密接に関連することについてはＹａｍａｍｏｔｏらに
より一連の報告がなされてきたが，この浸潤像を規定する癌細胞の生物学的性状については，なお不明な点が少なく
ない。そこで本研究では，この浸潤組織像とi〃Ujt7oにおける癌細胞の運動能との関連を明らかにする目的で実験を
行った。用いた細胞株は浸潤様式３型のOSC２０，４C型のOSC19および最も高浸潤性である４，型のHOC313の３種類
で，実験方法としては，まず金コロイド法により運動能の測定を行い，さらに各種の生化学的方法を用いて自己分泌
型運動促進因子（autocrinemotilityfactor：ＡＭＦ）発現の様相を解析した。得られた結果は以下のように要約さ
れる。
１）無血清下で20時間培養した際の各細胞の運動面積は4,型のHOC313が106ａｍ２と３型のOSC20の16.9αｍ２，
４C型のOSC19の15.0〃ｍ２に比して有意に高値であり，これらの数値は10％血清添加によりさらに大差となり，
４，型の高い運動能が顕著であった。
２）ＡＭＦおよびそのレセプター遺伝子発現をｍＲＮＡを用いノーザンブロット法で分析したところ，Ｈ○C313細胞
はＡＭＦとそのレセプターを強く発現しており，さらに抗AMF抗体により中和が確認されたことから，本細胞の
高い運動能は自己が産生・分泌するＡＭＦによることが示された。
３）ＨＯＣ313細胞はscatterfacror：ＳＦ，hepatocytegrowthfacor：HGF，fibronectin：Ｆｎやvitronetion：
Ｖｎなど正常組織由来の運動促進因子に対しても高い感受性を示していた。
４）これに対し，OSC20ではSF/HGF等による運動性の冗進の程度は低く，またOSC19ではFn等，他の運動促進
因子によって運動が制御されていることが示唆された。
これらの結果をまとめると，３種類の口腔扁平上皮癌細胞の運動能の程度や各種の運動促進因子・細胞外マトリッ
クスに対する感受性は，その浸潤傾向の強さ（＝浸潤様式）に相応して冗進していることが示された。
以上，本研究は口腔癌の浸潤様式発現の違いをi7ZUZtrOでの運動能の観点から明らかにし，さらにその運動能の主
体が自己分泌型運動促進因子であることを扁平上皮癌では初めて立証したことより，口腔腫瘍学に寄与する価値ある
論文と評価された。
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